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Q

①昭和34年、地ノ島を訪れた観光客が人骨を拾っ
　たことが、遺跡の発見につながりました。

②土器の破片がたくさん出土しています。

　その理由は海と関係があります。答えは
　次のページ（※１）でご紹介します。
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地ノ島

宮原町東

千田

1

①円満寺境内の山地から江戸時
　代に発見されたと言われてい
　ます。
②この鏡は、後漢（中国）でつ
　くられ、畿内の豪族から各地
　へ分配されました。畿内周辺
　との交流が、この時代から既
　にあったのですね。

　鏡をどのように使ったので
　しょう？答えは次のページ
　（※２）でご紹介します。

20年ぶりに
県指定文化財が
そろいます! !

食べていた貝の跡や漁具（おも
り）が見つかっており、地ノ島
での生活をうかがい知ることが
できます。

①明治10年、みかん畑を開墾中
　に偶然発見されました。
②銅鐸は、農耕やまつりごとの
　際に、鐘のように鳴らして使
　用されていました。
　時代が進むにつれ、鳴り物と
　しての「聞く銅鐸」から、大
　型化した「見る銅鐸」へ変化
　します。この銅鐸は、「聞く
　銅鐸」にあたり、つるして使っ
　ていたので厚手に作られてい
　ます。
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ご かん

　一体何に使われていたのでしょう？

※

※
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　これは、塩を作るために使われた土器の破片です。貨幣がなかったこの時代には、
物々交換の品として塩を作っていたと考えられています。地ノ島は、山を背に陸側に
向いており、海風から守られています。また、陸地からもさほど離れておらず、人の
往来ができる距離のため、塩作りに適していたと思われます。

裏面

↑破片をつなぎあわせて復元した土器

【塩の作り方】
土器に海水を入れて
火にかけます。

何回か海水を足し、
沸騰・蒸発を繰り返
します。　　　　　　　　　　　　　　　　

最後は土器を割って
塩を取り出します。

だから壊れた状態で
見つかることが多い
のですね！
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問

　鏡は、現在のように姿を見
るものではなく、呪術的な魔
力があると考えられ、豊作や
国の繁栄などを占ったり、ま
じないの時に用いられたりし
ていました。

　さまざまな文様や装飾があ
しらわれている面は裏面（背
面）です。私たちが博物館や
教科書でよく見かけるのは裏
面なんですね。鏡の表面は平
らになっている面で、当時は
人の姿が映る程度の光沢が
あったと言われています。
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